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彼は、マノレーンを奴隷反乱の延長上で位置づけ、マルーンの本質は「奴隷の反乱の一局面 (oneaspect ofthe 





































ンにも、さらに強くそれが脈打つている。 1970年に、マルーン部落の一つムーア・タウン (MooreTown) 
で、古老が口ずさんでいた歌が採録されているが、それには次のような歌詞がある(Dalby，1971， pp.49・50ふ
o mi gi-ni bad 
o mi gi-ni bad 
wi wan go hom 


























































西部 360人、あわせて 660人とされている。そのうち女性と子供が 390人で、全体の約6割も占めている















































3人、黒人兵 1人、荷役奴隷 1人が動けなくなって、脱落した。 3月3日には、険しい岩場で負傷した数
人が脱落する。厳しい寒さと降りしきる雨のなかをさらに進むが、 3月8日には食糧が底をっき、 3月 1
日の日誌には、「厳しい寒さと飢えに追い打ちをかけるような大雨は、我々を全滅させるに足る打撃だ」
と記されている。 3月 14日には、森陰からのマルーンの射撃におびえた味方の誤射で、 3人の黒人兵が死
亡する。 3月 16日にようやくたどり着いたマルーン部落には、すでに人影はなかった。逆にマルーンの
待ち伏せ攻撃をうけ、白人兵4人、黒人兵1人が死亡じ、黒人兵6人が負傷した。その後もマルーンのゲ












ッツ・ホール (ScottsHall)、チャールズ・タウン (CharlesTown)、ムーア・タウン (MooreTown)の4
ヶ所で、人口は推定3000人程度とみられる。
どの部落も、程度の差はあっても、マルーンの歴史と文化的伝統に誇りを持ち続けているが、マルーン





















































































可いたしました。 (Campbell，1990， p.111.) 
さらに当時のプランターでもあったロングは、マルーンの指導者クジョーから直接聞いた話として、ク
ジョーが、総督からの和平の申しいれがなかったら「餓死するか降伏するかしかなかった」と述懐してい



















際にも、アコンポン部落がその制圧に協力して、 500ポンドの報酬を与えられている (Kopytoff，1973， 
pp.169・170.)。
さらに、マル}ン自身が奴隷を所有していたとみられている。例えば、ムーア・タウンの奴隷人数は
1793年の 20人から 1829年の 62人(部落人口 579人の約 11%)に増加している。 4部落の合計所有奴隷
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